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図4 低線量影響実験棟の外観 平成 16年に竣
工した黄新鋭の実験動物施設である｡
延べ面積 4087.54m2
図5 実験動物研究棟の外観 放医研で最も利用
者の多い実験動物施設である｡
延べ面積 3259.04m2 昭和53年竣丁､
司'成15年改修
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務 (外注委託)職員､6名の非常勤職員の総計 40名
で担っている｡
3.動物実験の管理支援体制
放医研における適正な動物実験を遂行するために
理事長の諮問機関である動物実験委員会が設置され
ており､その主な業務は､
①申請された ｢動物実験計画書｣の審査
②外部機関より動物を導入する際に提出される ｢実
験動物導入申請書｣の審査および
③2回/年の各飼育室の割り当て (棚割りと称してい
る)
等である｡ 委員会は 5センターより実際に動物実験
をおこなっている者および霊長類研究者各 1宛の計
6名､実験動物 ･動物実験の安全面からのサポート
の必要性から安全 ･施設部長､放射線および照射装
置等の管理面から基盤技術部長の計 8名に加え､公
明性､客観性を保証するため招碑している外部委員
2名 (内1名は霊長類研究の専門家)の計 10名から
成っている｡ 当課はこの委員会の事務局業務をおこ
なっており､4回/年に開催される委員会および開催
月以外におこなわれる回覧審査のための諸資料を作
製している｡
なお､近年､特にマウスについては遺伝子改変さ
れたTgやKoマウスの使用頻度が増大していること
から基盤技術センターから輩出している動物実験委
員は当課の職員であり､この委員は遺伝子組換え委
員を兼任しており､両委員会の意思疎通を計ってい
る｡
4.実験動物､動物実験に関する教育 ･訓練
放医研では倫理的にも動物福祉にも配慮した動物
実験が遂行されるためにきめ細かな教育 ･訓締体制
を敷いている｡ すなわち､新規に動物管理区域に立
ち入る研究者､職員 (役務､非常勤を含む)､および
動物管理区域に立ち入らないが動物実験室で動物実
験をおこなう者はかならず教育 ･訓練を受講しなけ
ればならない8)｡この教育 ･訓練は総論 (法令､放
医研の動物実験等実施に関する規程､動物実験の 3
R､動物実験の安全 ･安心､実験動物の衛生管理､
実験動物の福祉､動物実験の倫理等の講義)および
各動物実験施設ごとに定められている作業要領にし
たがった実地訓練の 2部から構成されている｡ さら
に1回/年､当課職員により動物管理区域登録者およ
び動物実験実施者に対する全体教育 (規程に基づく
教育 ･訓練)をおこなっているがこの全体教育には
受講義務があり､末受講者は登録を抹消される9)｡
また､アカゲザル､カニクイザルの霊長類について
放医研では覚醒下のサルで実験をおこなわないとい
けないと云う特殊な事情があるため 4年前より所内
で独自の認定制度を設けている9)｡その他､新規に
動物実験を始める者を対象とした ｢実験動物安全取
扱実技講習会｣を随時､動物実験手技を紹介する｢動
物実験手技研修会｣を1回/年おこなっている｡なお､
当課職員および役務職員を対象として ｢実験動物セ
ミナー｣を3回/年開催しているが､これには所内の
研究者､職員を対象としており､実験動物を用いた
諸研究の進展に触れる場となっている｡
毎年9月に動物倫理 ･福祉に関する教育 ･訓練の
一環として理事長以下の約 200名の参加による実験
動物慰霊祭を執り行っている｡
5.次期中期計画に向けて
平成23年4月から5ヶ年にわたって第3期の中
期計画が始まるが放医研では現在､新たな飛躍と発
展を計るため組織の統合､再編計画が進行中である｡
当課にもその名称を生物研究推進課と改め､実験動
物のみならず､遺伝子､培養細胞等を巻き込んだ業
務拡大を望まれている｡ ご多聞に漏れず､施設の老
朽化 (最古の施設は昭和 32年の設立当時に建設され
ている)､職員､予算の削減等放医研を取り巻く状況
は厳しいが従来､内部生産をおこなっていたエリア
でマウス肱の凍結 ･保存 ･復元､遺伝子改変動物の
作製､体外授精の技術を加味したスピードコンジェ
ニック法による系統作出等をSPFレベルでおこなえ
るための改修工事を完了し､年明けには稼動予定で
あるなど所内のニーズに即した体制を構築し､放医
研のみならず所外の動物実験をも支えうる諸技術の
研鐙を図り､利用者の利便性と適正な施設管理との
バランスのとれた施設運営をおこなっていく所存で
ある｡
要 約
放射線医学総合研究所 (放医研)は1957年の創立
以来､放射線と人々の健康に関わる研究開発に多数
分野の学問を糾合して総合的に取り組む国内で唯一
の研究開発機関である｡
放医研の動物実験の特徴は①多種の線種 ･核種の
放射性物質を実験動物に照射後､長期に渡って飼育
することによる生物学的影響を検索すること｡ ②そ
のため､徴生物学的に厳密に統御された動物を用い
る必要があること､③放射性物質を用いた多種のイ
メージング装置による撮像の2点である｡
用いられる動物種は魚類から霊長類まで幅広く､
飼育期間も数日で終了するものもあれば､約2年間
に渡って飼育する場合もある｡ 更に､実験終了後の
動物死体､臓器はRI廃棄物､核燃料廃棄物として扱
わねばならないと云う制約がある等通常の動物実験
では必要とされない特殊な対応が求められている｡
放医研構内にこれらの動物実験施設は 11ヶ所設
置されており､放射線管理区域と動物管理区域がこ
れらの施設内で混在していることから実験者の立ち
入りについても厳重な管理とそれに先立つ教育訓練
を実施している｡
このように国内はもとより､国外でも稀な施設管
理が求められているが 2009年に国公私動協による
外部検証で施設管理および動物倫理 ･福祉に配慮 し
た適正な動物実験の遂行について高い評価を得た｡
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